
 

 

 

 

 

 

東馬流困民党研修参加！ 
 11月 9日、ＪＲ東労組東北信支部困民塾開催の研修へ参加をしてきました。 

 

【研修の目的】 

明治政府は重税とデフレ政策を強行させ、マユ価が大暴落し、農民たちの生活を圧迫し

続けました。貧因に苦しんだ秩父の農民達が、重税の軽減・借金返済の据え置き・利息緩

和を要求するために困民党を結成し、自由自治を目指し起ち上がりました。しかし要求は

認められず、ついに武装蜂起をしました。 

戦前は、不満を抱いた農民らが集団をつくって、役所や警察署を襲い、高利貸や富豪を

打ちこわして金品を奪したことから、「秩父騒動」「秩父暴動」と呼ばれていました。 

しかし、困民党のたたかいを学ぶと、これは「暴徒」ではなく「明治の世直し革命」で

した。農民が生活を守るために明治政府を相手に闘い、「抵抗とヒューマニズム」の運動を

基底とする私たちにとって教訓となりました。民衆の声からたたかいをつくり出した先人

達の実装を学び、平和で安心して暮らせる社会の実現をめざすために実施しています。 

この研修を通じて、労働実感・生活実感を基にした要求根拠を広く職場に浸透させ、低

額相場を形成する社友会に追従させることなく、要求実現に向け、組織強化・拡大の運動

を実践していきましょう！ 
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